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                              くわしくはこちら→ 

■全国書店からご注文いただけます。(地方小出版流通センター扱い) 

■直接ご注文くださる場合は、teiyu@nifty.comへご連絡ください。（送料無料） 

 

「故郷を愛した高校教師がいた。病気で死を間近にした夏、母校での最後の夏期補習授業の教壇

に立った。１ヵ月後、他界する。独自の地方史観、独自の思想を切り拓いた著者の文章、講演録

から、読者は「日本とは何か」「郷土とは何か」「生きるとは何か」を改めて問われ、自問自答す

るだろう。そうさせる温かい教師愛が、この書の底には流れている。」 

【帯紹介文】（徳永進・野の花診療所院長・ノンフィクション作家） 
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